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目 的

家政科の学生に 「食生活」に対する関心を持たせ,教 材に用いる目的か ら,自 己の食

事記録をとらせ,栄 養摂取量を調べさせた。 この記録は,多 様化した現在の食生活にお

ける女子短大生の栄養摂取状況の実態を把握する貴重な資料 と思われるので,今 年度 も

過去5回 の記録1)2)3)4)5)を 参考に全体のまとめを行い,若 干の考察を加えて報告する。

方 法

1.調 査 対 象

対象は,女 子短大の家政科の学生のうち,入 学時 と夏期休暇中の2回 の調査期間中,

いずれ も健康にして平常通 りの生活が出来た時の食事記録がとれた もの92例 を選んだ。

2.調 査 期 間

期間は,第1回 目を昭和53年4月21日 ～5月5日 の間の3日 間(以 下入学時とす る)

と,第2回 目を昭和53年7月10日 ～8月 末日の間の3日 間(以 下夏期休暇中とする)と

した。調査 日の選定は,学 習目的からいずれもゆっくり記録のとれる休日とした。

3.調 査 方 法

調査方法 は,入 学当初に自己のありのままの食事記録をとらせ,摂 取 したものの材料,

分量について出来るだけ正確を期すよう指導した。次に短大生活にもいくらか慣れ,又

「食生活」の講義を受けるようになった夏期休暇中に入学時と同様に食事記録をとらせ

た。最後に2回 分の調査について標準食品成分表6)を用いて栄養摂取量を算出させ,考

察を加えて提出させた。計算違いやその他不備な点は本人との面接を行って正 した。同

時に,現 在の身長,体 重,年 令,自 宅,下 宿,寮 等の記入をさせた。

結果および考察

調 査 対 象92例 の1人 当 り1日 平 均 栄 養 摂 取 量 を 表1に 示 す 。 は じめ に 入 学 時 と夏 期 休

暇 中 の 摂 取 量 を 比 較 す る と,エ ネ ル ギ ー は そ れ ぞ れ1849±407kca,Eと1943±441k祕,

タ ンパ ク質 は70.5±19.2gと73.4±19.9g,脂 質 は72.6±26.9gと77.9±24.6g,カ
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表1¶ 人 当 り1日 平 均 栄 養摂 取 量

エネルギ凵

Ckcae)

蛋白質

(g)

脂 質

(g)

Ca

(mg)

P

(mg)

Fe

(mg)

V.A

CLUJ

V.B,

(mg)

V.Bz

(mg)

V.0

(mg)

蛋 白質 の
エネルギー

比

(kcal°b)

脂質の
エネルギし

比

CkCQQ%)

動物性

蛋白質比

゜o)

動 物 性

脂 質 比

゜0)

入

学

時

平 均 値 ・,. 70:5 72.6 476 947 12.1 1368 0.98 1.03 93 15 35 45 44

標準偏差 407 19.2 26.9 20.6 256 4.4 595 0.56 0.44 50

夏
期
休
暇中

平 均 値 1943 73.4 77.9 517 1047 13.5 1457 0.99 1.10 76 15 36 51 48

標準偏差 441 玉9.9 24.6 254 279 4.6 604 0.31 0.42 42

栄 養 所 要 量
(18才 女 子)

2100 65.0 一 600 一 12.0 1800 0.80 1.10 50

1

濁 入学時,夏期休暇中ともに3日間の平均値

ル シウムは476±206㎎ と517±254㎎,リ ンは947±256㎎ と1047±279㎎,鉄 は

12.i±4.4㎎ と13.5±4.6㎎,ビ タ ミンAは1368±5951.U.と1451±604'-1.0.,

ビタ ミンB1は0.98±0.56㎎ と0.99±0.31㎎,ビ タ ミンCは93±50㎎ と76±42㎎

で あり,ビ タ ミンCを 除いて他 は全て夏期休暇中の方が入学時 よ りい くらか高 くな って

いた。 この値 を調査対象の女 子短大生の平均摂 取量 とみな して栄養所要量 と比較す ると,

全体 的に入学 時,夏 期休 暇中 ともに栄養所要量 附近 を摂取 して いることにな った。標準

偏差 はカル シウム,リ ン,ビ タ ミン類 等が大 きいが,こ れはその日の献立の季節的影響

によるので はないか と思われた。

次に,前 年度(第4報4)の52年 度 の学生)と 比較 す ると,本 年度 はエネルギ ーをは じ

め タンパ ク質等,各 栄養素はいずれ も量的 にや や少 な くなって いた。

まず,本 年度 のタンパ ク質 については,動 物性 タンパ ク質 は入学 時 と夏期休暇 中はそれ

ぞれ31.5gと36.5gで,総 タンパ ク質 に占める割合 は45°oと51°oと な り前年度4)の48%

と44°0及 び所要量の付 帯事項 とを比較 して も質的 にはお と らない ことが伺 われ た。む し

ろ動物性タ ンパ ク質の比率が夏 期 休 暇 中 は 本 年度 の方が700も 多 く,動 物性 タンパ ク

質を好んで摂取 してい るよ うであ った。過去の調 査結果か らみて,動 物性 タ ンパ ク質の

比率 は年々増加傾向 にあ ると云 う事が出来 る。 タ ンパ ク質のエネルギーに対す る比率 は,

入学 時 と夏期休暇中の いずれ も15°oで あり,前 年度4)の18°oと16°oに 比べ る とやや減少

して いるが,所 要量の タンパ ク質のエネルギー比を求 めると1300で あ るか らこれとの中

間 に位置 していた。

脂質 については,所 要量の付帯事項 に示 して ある適 当とされ る脂質量 の40～60gの 範

囲 をかな り越え る例 が多か った。動物性 脂質 は入学時 と夏期休暇中が32.1gと38.1gで,

総 脂 質 に 占め る割 合 は44°oと48%と な り前年度の44°°と45°oに 比べ ると,動 物性脂質

の比率 はほぼ同値 であ った。 しか し49,50,51年 度迄 は動物性 タンパ ク質 比よ り動物性
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脂質 比の方 が10～17°o高 か ったことか ら考え ると,前 年度 よ り動物性脂質 の摂取 が減少

してきた。 これは,献 立 にみ られ るサ ラダの ドレッシン グやマ ヨネ ーズ,炒 め物 にサ ラ

ダ油な ど植物油 の使用 が多 くな った ことか らも,植 物性脂質の摂取 が増えて きた ことが

推察 された。脂質の エネル ギーに対す る比 率は表1に 示す ように入学 時 と夏期休暇中が

35°oと36°oZ,前 年度4)の41°oと36°oに 比 べ ると本年度 の方がい くらか少 ないよ うで あ

るが,所 要量 よ り求めた脂質 のエネルギー比 よ りはかな り高 か った。

次 いで図1に 各栄養素を栄養所 入学時

要量 に対す る比率で示 してみた。 　 一騨一夏期休暇中

栄養所要量以上を摂取 していた栄

養素 は,入 学時 と夏期休暇中がそ

れぞれ,タ ンパ ク質で は108と

118%,鉄 は101と113°o,ビ タ

ミンでは ビタミンB1が123と124

%,ビ タミンB2は 夏期休暇中のみ

が100°o,ビ タ ミンCは186と

152°oで あ った。逆 に所要量を下

まわ るのは,入 学時 と夏期休暇中

が それぞれ,エ ネルギーは88と93

0p
,カ ル シウムは79と86%,ビ タ

ミンAが76と81° °,ビ タ ミンB2は

入学時のみで94°oで あ った。本年

度は,入 学時,夏 期休暇中ともに1日 平均栄養摂取量が各々所要量附近に位置し,必 要

以上に多い摂取 はなされていなかった。

興味がもたれる事は,栄 養摂敢量が前年度までは年々増加の傾向にあったのが,本 年

度は平均値で示される各栄養素の摂取状況が所要量附近に減少 している事,し かし図1

に示 される平均栄養摂取量の栄養所要量に対する比率のパターンが,過 去の調査結果図

を縮小 したようになっており大変似ていた事であった。即ち,ビ タミンB1,ビ タミンC

が多 く摂取され,ビ タミンAが 比較的少ない摂取であることなど,特 にビタミン摂取量

の多少に関 しては毎年類似 していた。こういった傾向か ら,や はり学生の食構成 とか食

様式,嗜 好等に何 らかの共通性があるのではないかという感を強 くさせ られた。そこで

献立内容をみると,朝 食がパ ン食の場合は食パン・バター又はマーガ リン・牛乳 ・コー

ヒー又は紅茶 ・野菜サラダの組み合せが多い。米飯食の場合はごはん ・みそ汁 ・卵料理
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漬物の組 み合せが多 い。昼食は うどん ・そば ・サ ン ドイ ッチ ・スパゲ ッテ ィ等 の一 品料

理が多 く,中 に軽 いサ ラダや飲み物 を摂 る例 がわずか にあ る程 度であ る。夕食 はや はり

米飯食が多いため朝食 と同様 ごはん ・みそ汁 ・漬物 に魚 ・肉等 の料理 の組 み合せが多い。

これ らは前年度 と全 く変 らなか った。

以上は,平 均値を女子短大生の栄養摂取 量の実態を表わす ものとみな して扱 ったが,

本対象の摂取量 は,調 査 目的か ら個々の摂取状 態を検 討す る必要 があ るので,栄 養 素別

にその分 布状態 を図示 してみ ると図2に 示す通 りにな った。

エネルギーの摂取状態は 図2a)に 示す よ うに971～3326k磁 の 範 囲 で ,所 要量 以

上 の ものは入学時22例(24°o),夏 期休暇中33例(36°o)で,1200kcal以 下 の もの が

入学時4例(4°o),夏 期休暇 中3例(300)で あ った。 ま た,3000kcu2以 上 の もの

は入学時 に1例,夏 期休 暇中に3例 あった。3日 間の平均値で も基礎代謝以下 であった

入学時の4例 と夏期休暇中 の3例 は,面 接 指導の折 りに,長 期 間のアルバ イ トが必要で

あることか ら忙 しさのために食事 を1食 抜 いた り,あ るいは主食を抜いて食べ たり した

事 による ものだ とい うことがわか った。 ま た,3000k祕 以 上 摂 取 の入学時1例 と夏期

休暇 中の3例 は,ス ポー ツを して いて体力がつ くよ うに意識 して食べ てい るとか,間 食

の摂取量 の多 さによ るものと思われた。

このよ うに,エ ネルギ ー摂取 は活動状態 ,体 格,季 節,風 土,生 活上の都合 などと も

関係 して変 動す るので,3日 間の平均値で過不足 を言 及す るわけにはいかな い事が ある。

体格 と しては全体 的にみて,平 均 体重5i.o±6.43kg,身 長158.3±5.07㎝ で基準値 の

体重53.0±6.52kg,身 長157.0±5.50㎝ に比べて体重 はやや少なめであ ったが,面 接の

所見か らは特別 な肥満や虚弱 と思 われるよ うな例 はない様 に見 られた。 また運動を して

いる人 を除いては殆 ど軽 い労作 に属す る例 であ って,3日 間の平均 エネルギ ーの摂取平

均値 は入学時,夏 期 休暇中 ともに所要量 よりはやや少 なめであ るが,特 に大 きな問題 は

なさそ うで あった。次に,過 去 の調査 と比べて分布図 は似 ているけれ ども,ば らつ きが

少 な くなって いる事 が 目立つ。前 に述べた エネルギ ー摂取 量平均値 が所要量 よりもやや

少 ないといった原因を,食 事 の摂取状況か ら考えてみ ると,主 食の量が少 な くな った事

がエネルギー総量を減少 させて いるのではないか と思 われ た。 そ こで食事 の摂取状況7)

をみるための一方法 と して,主 食 によ る分類 を してみ ると表2に 示す通 りにな る。昼食

夕食 が良 い状況で あるの に対 して,朝 食の摂取 状況は欠食者 が入学 時11例(12°o),夏

期休 暇中9例(10°o)も あ った ことが,全 体のエネルギー摂取量平均値を減少 させた大

きな原 因で あった。欠 食者は これ までの過 去の調査 と比較 して も最 も多 くな って いた。

朝 の通学時 に電車内で気 分が悪 くなる女子学生が出 るのは,こ の辺の理 由か らもうなず
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表2食 事の主食 による分類

例(%)

ご は ん ノ・ξ ン め ん 類 そ の 他 な し

朝

食

入 学 時 28(31) 48(52) 1(1) 4(4) 11(12)

夏期休暇中 35(38) 44(48) 0 4(4) 9(10)

昼

食

入 学 時 30(33) 26(28) 28(31) 4(4) 4(4)

夏期休暇中 30(33) 16(i8) 37(40) 5(5) 4(4)

夕

食

入 学 時 68(74) 3(3) 10(11) 10(11) 1(1)

夏期休暇中 75(81) 1(1) 9(10) 6(7) 1(1)

平

均

入 学 時 42(46) 26(28) 13(14) 6(7) 5(5)

夏期休暇中 47(51) 20(22) 15(17) 5(5) 5(5)

ける。主食の摂取 状況については,朝 食 は入学時,夏 期休暇中 と もにパ ンが約半数 を占

めてお り,昼 食 には麺類 を摂 る人が多 い。そ して夕 食には圧倒的 にごはんが多い。朝食

にパ ン食 を摂 る場合で も昼食 ・夕食 にはごはんを摂 る人が 多 く,過 去の調査 と比べて わ

ずかに米離れの様子 は伺えなが らも,依 然 として米食 が土 台 とな っていた。

タンパ ク質 は図2b)に 見 られ るよ うに25.4～129.4gの 範 囲で摂取 されていた。所 要

量 以上の ものは入学時52例(57°o),夏 期休 暇中63例(68%)と か なり良 く摂取 されて

いるが,所 要量 の2倍 以上が入学時,夏 期休 暇中 ともに5例 ずつあった前年度 に対 して,

本年度 は全 くみ られず極端 に多 く摂取す る人が少 な くな った ようで あ る。 また所要量の

1以 下 も前年度よ り少 な く
,入 学時 と夏期休 暇中にそれぞれ1例 ずつで あった。但 しこ

れ らは入学時 と夏期休暇中 と同一例で はなか った ことか ら,や はり献立 による変動 とみ

て よいと考 え られ る。主 な給源 は,豚 肉,鶏 肉,鶏 卵,魚 類等で あった。

脂 質は図2c)に 見 られるよ うに25.9～154.6gの 範 囲で摂取 されていた。殆 どは30

～1009の 所 に分布 してお り,入 学時75例 で81°o,夏 期休 暇中77例 で83°oで あ った。 こ

れ以上のは入学時15例(16°o),夏 期休暇 中13例(14°o)あ った。

無機 質 にっいては,カ ル シウムは図2d)に 見 られ るよ う1こ125～2081㎎ の範 囲で.

摂取 されていた。多 くは300～700m9の 所 に分布 してお り,入 学時68例 で74°o,夏 期休

暇 中67例 で73°oで あった。所要量 以上 は入学時19例(21°o)と 夏期休暇中25例(27°o)

で,所 要量 の1以 下 はそれぞれ14例(1500)と11例(12°o)で あった。 カル シウムの主

な給源は牛 乳,チ ーズ等の乳製 品であ ったので,牛 乳の摂取状況 を調べてみ た。表3に
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表3牛 乳 の 摂 取 状 況 例(°o,)

摂取 しない1本 未 満 1本 以 上

入 学 時 20(22)155(60) 17(18)

夏期 休 暇 中 20(22)153(57) 19(2

注)入 学時,夏 期休暇中ともに3日 間の平均値

示す よ うに牛 乳は殆 どが飲み物 としてのみ使用 され,入 学時,夏 期休暇中 ともにほぼ同

じ摂取状態であ った。前年度 は摂取 しない人が入学 時 と夏期休暇中が それぞれ46°oと40

00も あったのに対 して
,本 年度 は両期 ともに22°oと 少 な くな って きたの に もかかわ らず,

1本 以上摂取 す る人 が前年度の46°0と52°oに 対 して本年度 は18°oと2100に な り非常 に少

な くな って いる。料理等 に もう少 し牛 乳を使用 すればカル シウムの平均摂取量 は所要量

を充たす ことができる とい うことも毎年思 う事 であ る。

鉄 の摂取状況 は図2e)に 見 られるよう1こ3.8～33.0㎎ の範 囲で分布の幅は瓜 ・。所

要量以上が 入学時37例(40.00),夏 期休暇中53例(58°o)で 所要量 の寺以下 は夏期休 暇

中 の1例 のみであ った。 主な給源 は鶏卵や ほ うれん草等 であるが,調 理によ る鉄 の損 夢)

は10～40°oと いわれているので,献 立に よる影響 も大 きいと思 われ るが,摂 取 量の少 な

い人はい くらか多めに給源 となる食品を摂 取 した方 が良いが,面 接 の所見か らは特 に貧

血9)ら しい人 は見受け られなかった。

ビタ ミン類 については,ビ タ ミンAの 摂 取状 況は図2f)に 見 られ るよ うに302～

31671.U.と 非 常 に分 布 の幅 は広 い 。 所要量以 上が入学時21例(23°o),夏 期休暇 中

24例(26°o)で 所要量以下 の所に多 く分布 していたが,所 要量の青 以下は入学時23例

(25%),夏 期休暇中13例(14%)で あ った。主 な給源 はバ ター,に ん じん ・ピーマ ン等

の緑黄色 野菜 にな っていたが,う なぎや レバーを摂 った時だ け極端 に摂取量が多 くな っ

て いる例 もあ り,そ の 日の献立 による影響 が大 きいよ うに思われた。

ビタミンBlは 図2g)に 見 られ るよ うに0 .24～2.67mgの 範囲で摂 取 されてお り,分 布

幅 は広 いが所要量以上の所 に集 中 して いた。所要量以上 は入学時61例(66%),夏 期休

暇 中72例(78°o)で あった。また所要量の1以 下 は入学時,夏 期 休暇中 ともに1例 のみ

で,ビ タミンBlの 摂取状況 は思 ったよ り良か った。但 し,ビ タミンB1は 調 理による損失8)

も大 き く,欠 乏 しやすいので,摂 取 には十 分配慮 の必要 がある。 ビタ ミンB1の 主な給源

をみ ると,パ ンや麺類,豚 肉や ロースハムか ら多 く摂 られてお り,次 に鶏 肉が多 く摂取

されていた。

ビタミンB2の 摂取状況は図2h)に 見 られ るよ う1こ0.29～2.72㎎ の範 囲でや は り分布

幅 は広 く,所 要量 よ り少 し下まわ った所 に多 く分布 していた。所要量 以上 は入学時31例
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(34°o)と 夏期休暇中41例(45°o)で,所 要量の青以下はそれぞれ8例(9°o)と6例

(7%)で あった。前年度までは平均摂取量が上まわ っていたのが,本 年度は入学時の

みが下まわっていた。 ビタミンB2の 主な給源は,豚 肉,鶏 肉,牛 乳等であった。給源と

なる食品を摂取す ることが望ましいが,カ ルシウム摂取量を充足するために牛乳の使用

を増せば,ビ タミンB2も 同時にかなり満たされる事になるだろう。

ビタミンCの 摂取状況は図2i)に 見られるように9～248mgの 範囲で殆どが所要量

以上であった。所要量以下は入学時14例(15°o),夏 期休暇中26例(28%)だ けである。

前年度の入学時 と夏期休暇中の平均摂取量の142㎎ と92㎎ 程ではないが,本 年度も93

㎎ と76㎎ でかなり多 く摂取 していた。 ビタ ミンCの 給源は主として果物 次いで生野

菜の順に多い。これは,エ ネルギー摂取量の減少 とあいまって,最 近の女子学生の肥 り

た くないという願いから,主 食を摂 らずにフルーツ・野菜サラダ等を美容食 として好ん

で食べるという傾向が本年度 も伺われた。

以上,摂 取栄養素量を個別に見てきたが,ア ルバイ ト学生を除いては特に栄養的に問

題のある食生活を している学生は見受け られなかった。興味が持たれる事は,下 宿 と寮

が約半数を占める入学時と,殆 どの人が自宅生活を送る夏期休暇中との食事内容が同 じ

傾向を見せていること,そ してこれが前回,前 々回も同じ傾向であった ことは,学 生と

その家庭の食生活との間で食様式,食 品材料の選択 ・範囲,調 理法等何 らかの共通性が

ある事が思われてな らない。そこで,献 立から何 らかの共通性を求めるとサラダ等の生

食が実に多いということである。副食に用いられ る野菜の調理法10)を調べ ると表4に 示

す通りになった。入学時と夏期休暇中とも 「生食」が40°oを占めていた。次いで 「炒め

表4野 菜 の 調 理 法
例(%)

盞 、期

調理法
入 学 時 夏期休暇中 備 考

生 食 77(44) 77(4.1) サラダ,つ け合せ等

炒 め る 48(27) 65(34) 野菜炒めの他,肉 入りも含む

煮 る 28(16) 27(14) 煮 物,シ 手 ユ ー等 の煮 込 ん だ 物

ゆ で る 8(4) 6(3) おひた し

揚 げ る 7(4) 9(5) 食蘇轟 嬲
}鬻 垂灘

焼 く 1(1) 2(1) 餉 諜暇臨跚

る」の30°o前 後 で,こ れはなすや ピーマ ンを使 った り,ま た は肉を加 えた りして手軽 に

で きる料理 と して多 く用い られて いた。 「煮 る」の15°o前 後 の残 りは,「 ゆで る」,
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「揚げる」,「 焼 く」の順序で,「 炒める」が増えた事以外は今回の摂取状況も過去何

年かの調査と同 じ傾向であった。 しかも入学時も夏期休暇中も同 じ傾向であったという

ことは,食 事方法や献立がここ何年かの自炊 と家庭料理 とが類似 しているのではないか

と思われた。

朝食,昼 食,夕 食および間食の平均値を所要量比で見ると図3に 示す通りになる。殆

どの人が1日3回 食であるが,入 学時,夏 期休暇中ともに夕食に重 きがおかれ,朝 食 と

昼食は大体同 じ重さで摂 っている。前年度に比べて目につ く事は,量 的には多くないが

図3.朝 食,昼 食,タ 食 および 間食の 摂取量 の所要 量比

V.B

表5間 食 の 摂 取 状 況

種

類

調
査
時
期

果

物

類

穀

類

い

も

類

和

菓

子

類

洋

菓

子

類

せ

ん

べ

い

類

妥
●

チ キ
ヨ ヤ

瀕
1ル
ト

類

嗜

好

飲

料

類

乳

酸

飲

料

類

ジ

ユ

1

ス

類

牛

乳

矛

夛

バ1
ノ'ミム

ロ 及

ア び

類

7
"1

1

ビ 及

ス び

忽
ト
類

ピ

1

ナ

ツ

ツ

フ

ノレ

1

ツ

み

つ

豆

ゼ

リ

i

フ

ラ

イ

ド

チ

キ

ン

入 学 時

(3日 間)
82 15 25 21 45 54 24 102 5 28 16 54 17 3 2 1 2

夏期休暇中

(3日 間)
130 19 is 24 34 25 13 77 17 49 19 69 9 1 i 3 0

油 入学時は92例 中間食を摂 った者86例 についての件数

夏期休暇中は92例中間食を摂 った者87例 についての件数
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実 に全体のバ ランスが良 く摂 られてお り,特 に夕食 の各栄養素 のバ ランスが良 く摂 られ

てい る事 であ った。

間食につ いて,表5に 摂取状況 を示す。間食を摂 った ものは入学時86例(93°o),夏

期休暇中87例(95°o)で,殆 どが間食を摂 っていた。 多 く摂取 されてい るもの として は,

果物,嗜 好 飲料,ア イス クリーム,和 ・洋菓子類が目立 った。嗜好飲料類 は年 々増加 の

傾 向 にあ るようだが,カ ルシウム不足だ ったことも考 え合せて牛乳の摂取を もう少 し多

くす る事 によ り栄養 的に望 ま しくな る と思われた。間食 の摂 り方 は季節 や環 境によ る違

い はみ られ るが,入 学 時 も夏期休暇 中 も同 じ傾向であるこ とか ら,嗜 好傾 向 にも共通性

が ある と思われた。

要 約

本学の家政科 の栄養摂取 の実態 を把握す るため,入 学 時 と夏期休暇中の2回 にわ た っ

て行 った学生の食事記録 のま とめを行 い,前 年度を主 として過去 の調査結果 との比較を

行 った。

1)栄 養摂取量 を入学時 と夏期休 暇中 とを比較す ると ビタ ミンCを 除 く他の栄 養素は

全て夏期休暇 中の方がい く らか多 く摂取 していた。

2)1人 当 り1日 平均栄 養摂取量 を対象 の女子短大生 の平均摂取量 とみな して所要 量

と比 較す ると,入 学時,夏 期 休暇中 とも所要量よ り下まわ るものは,エ ネルギー

(入学 時88%,夏 期休暇中93°0),カ ル シウム(79,86%),ビ タ ミンA(76,81

00)で ビタミンB2(94°o)は 入学時だけで あった。入学時 ,夏 期 休暇 中 とも上 まわ

るのは タ ンパ ク質,鉄,ビ タミンB1,及 び ビタ ミンCで あった。 これ らを所要量 に

対す る比率図 でみ ると前年度よ りも少な く所要量附近 に位置 していたが,パ ターン

は大体同 じ傾 向を示 していた。

3)タ ンパ ク質は所要量の108～118°o摂 取 して いた。エ ネルギー比率 は入学時,夏

期休暇中 ともに15°o,動 物 性 タンパ ク質の比率 は45,51°oで あった。

4)脂 質の エネルギー比率 は入学時,夏 期休暇中が それぞれ35,36° °で,動 物性脂質

の比率 は44,48%で あ った。

5)エ ネルギ ーは所要量 の90°o前 後で あるのに タンパ ク質,脂 質のエネルギー比 は大

きい方で あることか ら,タ ンパ ク質 と脂質 か らかなりエ ネルギーが摂れて いる事が

伺 われ た。

6)無 機質 はその 日の献立 によ る影響が大 きい と考え られ るが,カ ル シウムの平均値

は栄養所要量よ りも低 い摂取量で あった。鉄 は所要量 を少 し上まわうて い るが,調
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理による鉄の損失を考慮すると充足度は十分と云いがたい。

7)ビ タミンでは,ビ タミンAは 入学時,夏 期休暇中とも摂取量が少 なく所要量の76,

:1'.で あった。給源が主 として野菜であり,調 理法は生食が圧倒的に多いため量的

に少なくなりがちであると思われる。 ビタミンB1は 所要量より上まわった摂取量で,

その給源は主としてパン,麺 類,豚 肉,鶏 肉等であった。 ビタミンB2は 所要量附近

或いは下まわって摂取 していた。 ビタミンCは 野菜の生食や果物が主な給源なので

調理による損失 も少な く量的には十分摂取されていた。

8)こ こ何年か栄養素の所要量比のパターンが類似 していたので,献 立 に共通性があ

ると仮定 して野菜の調理法による分類を一試みとして行った結果,生 食が圧倒的に

多い事,食 事の主食による朝,昼,夕 の分類も過去の調査結果と類似 していた事が

見られた。

9)間 食の摂取状況 も過去の調査結果と実によ く類似 していた。

過去の調査結果に類似性がみられるという事 は,多 様化 したと思われる現在の食生活

におけるひとつの特徴的型を表わ しているかどうか非常に興味がもたれた。また食様式

嗜好等に何 らかの共通性が感 じられるのでこの点も今後調査を続け何 らかの結論を得た

いと思う。
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